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自
然
災
害
等
で
被
害
を
う
け
た
学
校
が
再
開
す
る
際
に
は
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て
学

校
給
食
が
�
日
常
�
を
取
り
戻
す
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
か
ら
、
文
部
科

学
省
は
先
ご
ろ
全
国
の
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基
に
「
災
害
時
に
お
け
る
学
校
給

食
実
施
体
制
の
構
築
に
関
す
る
事
例
集
」
を
作
成
、
11
自
治
体
の
事
例
を
掲
載
し
た
。

給
食
提
供
に
影
響
す
る
被
災
経
験
が
あ
っ
た
自
治
体
は
40
・
8
％
、
災
害
に
備
え
た
給

食
実
施
体
制
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
は
33
・
4
％
に
と
ど
ま
る
と
い
う
現
状
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

【
7
面
に
続
く
】

近
年
は
地
震
、
台
風
等
の

自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
る

が
、
学
校
施
設
・
設
備
が
被

災
し
学
校
給
食
の
提
供
が
困

難
に
な
る
事
態
も
発
生
し
て

い
る
。
文
科
省
が
今
回
、
同

事
例
集
を
作
成
し
た
背
景
に

は
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、

災
害
後
の
学
校
再
開
と
日
常

を
取
り
戻
す
う
え
で
給
食
提

供
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

昨
年
11
月
〜
12
月
に
か
け

て
、
学
校
給
食
を
実
施
す
る

1
8
1
3
自
治
体
等
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
回
収

率
77
・
6
％
）
で
は
、
給
食

施
設
の
防
災
対
策
、
給
食
再

開
ま
で
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
構
築
と
い
っ
た
給
食
実
施

体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
る
自
治
体
は
全
体
の
3
分

の
1
の
33
・
4
％
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

整
備
内
容
と
し
て
最
も
多

か
っ
た
の
は
「
給
食
施
設
の

耐
震
化
」
が
80
％
以
上
に
の

ぼ
っ
た
。
次
い
で
「
給
食
施

設
の
防
火
設
備
」
、
さ
ら
に

「
非
常
食
の
備
蓄
」
、
「
給

食
施
設
の
釜
な
ど
の
設
備
整

備
」
、
「
自
家
発
電
整

備
」
、
「
災
害
時
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策

定
」
な
ど
が
続
い
た
。

具
体
的
な
被
災
状
況
で
最

も
多
か
っ
た
の
は
「
停
電
」

が
6
割
近
く
、
次
い
で
「
水

道
断
絶
」
で
3
割
近
か
っ

た
。
他
に
「
調
理
場
損

壊
」
、
「
調
理
設
備
損

壊
」
、
「
道
路
断
絶
」
、

「
ガ
ス
断
絶
」
等
も
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
に
よ
る
給
食
提

供
へ
の
影
響
は
53
・
6
％
が

「
提
供
不
可
」
、
「
通
常
通

り
で
は
な
い
が
何
ら
か
の
提

供
は
出
来
た
」
が
28
・
3
％

で
、
8
割
以
上
が
何
ら
か
の

影
響
を
う
け
て
い
た
。

給
食
実
施
体
制
の
整
備
の

「
あ
り
」
「
な
し
」
の
自
治

体
の
影
響
を
比
較
す
る
と
、

「
給
食
提
供
不
可
」
だ
っ
た

自
治
体
は
「
あ
り
」
の
34
・

1
％
だ
っ
た
が
、
「
な
し
」

で
は
50
・
6
％
で
深
刻
な
差

が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
あ

り
」
の
自
治
体
で
も
給
食
施

設
以
外
に
も
対
策
の
あ
っ
た

自
治
体
で
は
「
提
供
不
可
」

が
28
・
1
％
だ
っ
た
が
、
施

設
の
み
の
対
策
の
自
治
体
で

は
55
・
6
％
で
2
倍
近
く
に

な
っ
た
。
ま
た
被
災
後
の
給

食
復
旧
期
間
が
1
週
間
以
内

だ
っ
た
自
治
体
は
、
「
あ

り
」
が
78
・
8
％
だ
っ
た
の

に
対
し
、
「
な
し
」
で
は
72

・
0
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

災
害
に
備
え
た
学
校
給
食

実
施
体
制
の
中
で
、
特
に
役

立
っ
た
も
の
で
最
多
は
「
非

常
食
の
備
蓄
」
（
42
・
4

％
）
、
次
い
で
「
給
食
施
設

の
耐
震
化
」
（
40
・
9
％
）

だ
っ
た
。

■
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話
題
か
ら

初
任
者
や
転
勤
1
年
目
な
ど

職
場
に
新
た
に
加
わ
っ
た
教
員

と
の
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
に

大
切
な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
「
最
初
か
ら
仕
事

の
話
を
し
な
い
」
で
す
。

隣
で
仕
事
を
し
て
い
る
同
僚

が
ど
ん
な
人
か
、
お
互
い
に
知

ら
な
い
ま
ま
仕
事
を
し
て
い
ま

せ
ん
か
。
そ
ん
な
希
薄
な
関
係

で
は
、
あ
る
日
突
然
、
隣
の
人

が
お
休
み
に
入
っ
て
も
気
が
付

か
な
い
と
い
う
事
態
が
発
生
す

る
の
で
す
。
そ
ん
な
事
態
を
避

け
る
た
め
に
も
、
「
安
心
し
て

仕
事
の
話
が
で
き
る
土
台
作

り
」
を
し
て
お
く
こ
と
で
す
。

土
台
作
り
の
方
法
は
至
っ
て

簡
単
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
話
を

す
る
こ
と
で
「
同
僚
に
関
心
を

も
つ
」
の
で
す
。
た
と
え
ば
趣

味
や
特
技
、
休
日
の
過
ご
し
方

等
。
自
分
と
の
共
通
点
が
見
つ

か
れ
ば
お
互
い
の
距
離
が
ぐ
っ

と
縮
ま
る
で
し
ょ
う
し
、
共
通

点
が
見
つ
か
ら
な
く
て
も
、
そ

の
人
に
対
す
る
親
近
感
が
わ
い

て
き
ま
す
。
上
手
く
や
っ
て
い

け
る
か
な
？
と
い
っ
た
不
安
を

抱
え
た
状
態
と
、
私
に
心
を
開

い
て
く
れ
て
い
る
な
と
い
う
安

心
感
が
あ
る
状
態
。
ど
ち
ら
が

良
好
な
関
係
が
ス
ム
ー
ズ
に
構

築
で
き
る
か
は
、
改
め
て
言
う

ま
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。

■
信
頼
し
て
こ
そ
尽
く
さ
れ
る

「
信
頼
」
と
「
尽
く
す
」
は

ど
ち
ら
が
先
で
し
ょ
う
。
リ
ー

ダ
ー
が
信
頼
す
る
か
ら
部
下
は

尽
く
す
の
か
、
部
下
が
尽
く
す

か
ら
リ
ー
ダ
ー
は
信
頼
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。

凡
庸
な
リ
ー
ダ
ー
は
後
者
で

し
ょ
う
。
部
下
の
忠
誠
心
を
見

て
信
頼
す
る
。
だ
が
尽
く
し
て

く
れ
る
か
ら
信
頼
す
る
と
い
う

発
想
は
ギ
ブ
＆
テ
イ
ク
で
す
。

尽
く
し
方
が
足
り
な
い
と
思
っ

た
ら
、
信
頼
す
る
の
を
や
め
よ

う
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
す
。

す
る
と
部
下
は
ど
ん
な
気
持
ち

で
し
ょ
う
か
。
ギ
ブ
＆
テ
イ
ク

の
人
間
関
係
で
は
、
間
違
い
な

く
心
は
離
れ
て
い
き
ま
す
。

だ
か
ら
リ
ー
ダ
ー
が
先
に
信

頼
す
る
べ
き
で
す
。
信
頼
さ
れ

た
と
感
じ
た
時
、
部
下
は
「
こ

の
人
の
た
め
な
ら
信
頼
に
応
え

よ
う
」
と
し
ま
す
。
だ
が
裏
切

ら
れ
る
リ
ス
ク
も
あ
る
の
で
、

二
の
足
を
踏
む
リ
ー
ダ
ー
も
い

ま
す
が
、
リ
ス
ク
を
承
知
で
信

頼
を
寄
せ
る
か
ら
、
部
下
の
心

を
つ
か
む
の
で
す
。

学
校
組
織
は
人
材
勝
負
で

す
。
リ
ス
ク
を
負
っ
て
も
先
に

部
下
を
信
頼
で
き
る
か
、
問
わ

れ
る
の
は
部
下
の
忠
誠
心
で
は

な
く
、
リ
ー
ダ
ー
の
「
度
胸
」

で
あ
り
「
器
」
で
す
。

■
リ
ー
ダ
ー
は
人
材
を
育
て
る

「
卵
の
時
に
見
て
、
こ
れ
は

い
け
る
、
こ
れ
は
ダ
メ
だ
と
い

う
の
は
わ
か
ら
な
い
。
人
は
化

け
る
の
で
す
」
。
こ
れ
は
中
邨

秀
雄
・
元
吉
本
興
業
会
長
の
言

葉
で
す
。
人
が
化
け
る
に
は
3

つ
の
要
素
が
あ
る
と
言
い
ま

す
。
実
力
4
割
、
運
4
割
、
努

力
2
割
だ
と
。
実
力
と
努
力
は

自
分
の
意
志
で
何
と
か
な
り
ま

す
が
運
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

運
と
は
、
人
と
の
「
縁
」
や

「
出
会
い
」
の
こ
と
。
不
遇
に

腐
ら
ず
、
笑
顔
で
、
明
る
く
、

誠
意
を
も
っ
て
接
し
て
い
れ

ば
、
必
ず
運
が
向
い
て
く
る
…

そ
う
諭
す
の
が
リ
ー
ダ
ー
の
愛

情
で
す
。
校
長
は
自
分
を
超
え

る
若
手
教
員
が
育
つ
よ
う
に
貢

献
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

■
失
敗
を
許
容
す
る
人
間
力

「
成
果
」
と
は
常
に
成
功
す

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
成
果
を
出
す
た
め
に
失
敗
を

許
す
」
と
い
う
の
は
矛
盾
で

す
。
成
果
を
目
指
す
部
下
と
失

敗
を
許
す
上
司
と
の
間
に
齟
齬

が
生
じ
ま
す
。
そ
の
矛
盾
と
齟

齬
に
整
合
性
を
持
た
せ
る
の
は

リ
ー
ダ
ー
の
「
人
間
力
」
。
成

果
を
出
せ
と
尻
を
た
た
く
の
は

簡
単
。
先
頭
に
立
っ
て
引
っ
張

る
の
は
容
易
で
は
な
い
が
出
来

ま
す
。
し
か
し
「
思
い
切
っ
て

や
れ
、
責
任
は
私
が
取
る
」
と

い
う
一
言
に
、
部
下
は
心
か
ら

の
信
頼
を
寄
せ
る
の
で
す
。

■
肩
の
荷
は
分
か
ち
合
う
も
の

謙
虚
に
な
っ
て
周
囲
を
見
渡

せ
ば
、
管
理
職
の
周
り
に
は

「
小
さ
な
強
み
」
を
も
つ
教
員

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
周
囲
に

「
感
謝
し
て
」
力
と
知
恵
を
動

員
し
て
進
め
ば
、
こ
と
の
ほ
か

大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
「
心
は
見
え

な
い
が
、
心
遣
い
は
見
え
る
。

思
い
は
見
え
な
い
が
、
思
い
や

り
は
見
え
る
」
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

筆
者
＝
土
井
一
博
（
ど
い
・

か
ず
ひ
ろ
）
順
天
堂
大
学
国
際

教
養
学
部
客
員
教
授
、
教
職
員

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
、
埼
玉
県
川

口
市
教
育
委
員
会
教
職
員
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ー
フ
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー

文
部
科
学
省
は
「
令
和
2

年
度
学
校
保
健
統
計
調
査

（
速
報
値
）
」
を
3
月
に
公

表
。
例
年
は
6
月
ま
で
に
実

施
さ
れ
る
健
康
診
断
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
令
和
2
年
度
末
ま

で
の
実
施
に
変
更
さ
れ
た
た

め
、
回
収
可
能
だ
っ
た
デ
ー

タ
か
ら
身
長
・
体
重
の
発
育

状
態
の
み
を
抽
出
し
た
こ
と

か
ら
母
数
が
違
っ
た
こ
と
、

さ
ら
に
測
定
時
期
が
例
年
と

変
動
し
て
い
る
な
ど
の
理
由

で
、
過
去
と
の
単
純
比
較
が

で
き
な
い
な
ど
、
異
例
の
公

表
内
容
と
な
っ
た
。

3
月
末
ま
で
に
実
施
さ
れ

た
診
断
結
果
を
4
月
中
旬
ま

で
に
回
収
す
る
予
定
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
文
科
省
は
統
計

の
確
定
値
を
7
月
に
公
表
す

る
と
し
て
い
る
。

【
6
面
に
続
く
】

子
供
へ
の
し
つ
け
と
し
て

の
体
罰
を
容
認
す
る
大
人
は

3
年
間
で
15
ポ
イ
ン
ト
以
上

減
少
し
、
そ
の
理
由
は
「
体

罰
等
が
子
供
に
与
え
る
影
響

を
知
っ
た
か
ら
」
等
が
多
か

っ
た
…
（
公
社
）
セ
ー
ブ
・

ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
は
先
ご
ろ
、
今
年
1
月
大

人
を
対
象
に
実
施
し
た
「
体

罰
等
に
関
す
る
意
識
・
実
態

調
査
」
と
、
2
月
子
供
を
対

象
に
「
体
罰
等
や
子
供
の
権

利
」
に
関
す
る
調
査
の
結
果

を
発
表
し
た
。

同
団
体
が
2
0
1
7
年
7

月
全
国
2
万
人
を
対
象
に
、

体
罰
に
関
す
る
調
査
を
実
施

し
て
か
ら
約
3
年
半
。
17
年

当
時
は
し
つ
け
と
し
て
の
体

罰
を
「
積
極
的
に
す
べ
き
」

（
1
・
2
％
）、
「
必
要
に
応

じ
て
す
べ
き
」（
16
・
3
％
）、

「
他
に
手
段
が
な
い
と
思
っ

た
時
の
み
す
べ
き
」（
39
・

3
％
）で
、「
体
罰
を
容
認
す

る
」人
が
56
・
8
％
だ
っ
た
。

今
回
は
「
体
罰
を
容
認
す

る
」
人
が
41
・
3
％
で
、
男

性
が
多
く
、
40
代
か
ら
50
代

の
年
齢
層
で
比
較
的
に
高
か

っ
た
。
同
団
体
は
子
育
て
世

代
へ
の
支
援
策
の
充
実
等
、

報
告
書
に
4
つ
の
提
言
を
ま

と
め
て
い
る
。

食
文
化
の
振
興
や
活
用
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
文

化
庁
の
文
化
審
議
会
食
文
化

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ

Ｇ
）
は
3
月
末
、
報
告
書

「
今
後
の
食
文
化
振
興
の
在

り
方
に
つ
い
て
〜
日
本
の
魅

力
あ
る
食
文
化
を
未
来
に
つ

な
げ
る
た
め
に
」
を
ま
と
め

た
。
日
本
の
食
文
化
は
自
然

と
も
調
和
し
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
健
康
的
な
食
生
活

で
、
海
外
か
ら
も
健
康
的
と

の
評
価
や
食
文
化
の
背
景
に

関
心
が
持
た
れ
て
い
る
。
そ

の
一
方
国
内
で
は
「
食
を
文

化
と
し
て
捉
え
る
意
識
」
が

薄
く
、
価
値
に
気
付
い
て
い

な
い
と
指
摘
。
こ
の
た
め

「
文
化
的
価
値
の
可
視
化
」、

「
食
文
化
の
発
信
と
交
流
」等

の
仕
組
み
づ
く
り
や
促
進
が

必
要
だ
と
提
案
し
て
い
る
。

文
化
審
議
会
文
化
政
策
部

会
に
昨
年
8
月
、
新
た
に
設

置
さ
れ
た
同
Ｗ
Ｇ
は
、
食
文

化
政
策
の
基
本
的
考
え
方
、

文
化
財
制
度
に
よ
る
食
文
化

の
保
存
・
活
用
、
食
文
化
振

興
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
。

海
外
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン

数
は
平
成
25
年
約
5
万
5
0

0
0
店
か
ら
、
令
和
元
年
約

15
万
6
0
0
0
店
で
3
倍
に

増
加
（
農
水
省
推
計
）
す
る

な
ど
、
日
本
の
食
文
化
へ
の

関
心
が
世
界
的
に
高
ま
っ
て

い
る
が
、
国
内
で
は
そ
の
価

値
に
気
付
い
て
い
な
い
と
指

摘
す
る
。

今
後
の
具
体
的
な
振
興
方

策
に
は
、
①
家
庭
の
料
理
や

食
べ
方
・
作
法
の
継
承
、
②

地
域
の
食
関
係
者
と
共
に
郷

土
食
等
の
継
承
、
③
料
理
人

団
体
等
に
よ
る
技
術
の
記
録

・
継
承
、
出
前
授
業
等
、
④

研
究
機
関
等
の
調
査
研
究
・

蓄
積
を
提
案
。

地
方
自
治
体
は
地
域
の
食

文
化
の
価
値
の
可
視
化
と
発

信
、
観
光
や
体
験
の
場
づ
く

り
等
を
通
し
「
住
民
の
誇

り
」
を
醸
成
す
る
こ
と
。
国

は
顕
彰
等
で
「
食
文
化
へ
の

気
付
き
」
を
提
供
す
る
こ
と

を
要
請
し
て
い
る
。

文
部
科
学
省
は
先
ご
ろ
、

令
和
2
年
度
の
教
科
用
図
書

検
定
の
結
果
を
公
表
。
令
和

4
年
度
か
ら
高
等
学
校
の
低

学
年
、
中
学
校
（
社
会

歴

史
的
分
野
）
で
使
用
さ
れ
る

教
科
書
で
、
全
申
請
点
数
3

0
0
点
が
対
象
だ
っ
た
。

高
等
学
校
の
共
通
科
目
は

申
請
2
5
0
点
の
う
ち
2
4

8
が
合
格
、
1
点
（
歴
史
総

合
）
が
不
合
格
、
1
点
が
申

請
取
下
げ
だ
っ
た
。
専
門
科

目
は
48
点
す
べ
て
が
合
格
だ

っ
た
。

中
学
校
は
社
会
（
歴
史
的

分
野
）
の
申
請
が
2
点
で
、

1
点
が
合
格
、
1
点
が
不
合

格
だ
っ
た
。

令
和
4
年
度
か
ら
使
わ
れ

る
高
等
学
校
教
科
書
の
申
請

図
書
、
審
査
意
見
書
、
判
定

案
、
検
定
意
見
書
、
修
正

表
、
見
本
、
検
定
基
準
等
は

公
開
資
料
と
し
て
教
科
書
研

究
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
江
東

区
千
石
）
を
は
じ
め
全
国
7

会
場
で
5
月
25
日
以
降
順
次

閲
覧
で
き
る
。

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
詳
細

は
4
面
に
掲
載
】

東
京
23
区
内

に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
緊
急
事
態

宣
言
に
準
じ
た

「
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
」
が
適
用
さ
れ
る

前
夜
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス

番
組
で
「
今
日
が
最
後
だ
か

ら
思
い
切
り
遊
び
た
い
」
と

満
面
の
笑
み
の
若
者
が
ア
ッ

プ
で
放
映
さ
れ
た
▼
そ
の
緊

張
感
の
薄
い
言
葉
と
振
り
切

っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
表
情

に
、
違
和
感
を
覚
え
た
が
、

1
年
以
上
に
及
ぶ
自
粛
生
活

か
ら
積
み
重
な
っ
た
、
他
に

ぶ
つ
け
よ
う
の
な
い
ス
ト
レ

ス
の
裏
返
し
だ
と
考
え
る
の

は
深
読
み
だ
ろ
う
か
▼
日
本

財
団
の
18
歳
意
識
調
査
が
2

月
上
旬
に
「
コ
ロ
ナ
禍
と
ス

ト
レ
ス
」
を
テ
ー
マ
に
実
施

し
た
調
査
で
は
、
回
答
者
の

50
％
が
コ
ロ
ナ
禍
で
「
閉
塞

感
を
感
じ
て
い
る
」
と
回

答
。
「
外
出
自
粛
で
思
う
よ

う
に
余
暇
を
過
ご
せ
な
く
な

っ
た
」
と
回
答
し
た
人
の
91

％
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い

る
▼
深
刻
な
の
は
、
ス
ト
レ

ス
の
向
か
っ
た
先
。
「
不
安

や
イ
ラ
イ
ラ
」
（
36
・
8

％
）
、
「
疲
労
感
」
（
33
・

8
％
）
は
成
人
・
大
人
に
も

あ
る
状
態
だ
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
「
死
に
た
い
よ
う
な
気

持
ち
に
な
っ
た
」
（
16
・
0

％
）、「
過
食
・
拒
食
が
続
い

た
」（
12
・
4
％
）、「
自
殺
未

遂
を
し
た
」（
2
・
4
％
）
と

い
っ
た
状
態
に
至
っ
て
は
看

過
で
き
な
い
▼
大
人
が
考
え

る
以
上
に
、
子
供
や
若
者
に

コ
ロ
ナ
禍
は
影
響
を
与
え
軽

視
で
き
な
い
。
創
設
が
検
討

さ
れ
て
い
る
「
子
ど
も
庁
」

は
早
く
も
主
導
権
を
め
ぐ
り

各
党
間
で
駆
け
引
き
。
誰
の

何
の
組
織
な
の
だ
ろ
う
。

家庭教育

教育旅行

学校経営

健康教育

教育改革

食 育

教職員のメンタルヘルス 第75回…1面
学校給食は食育の教材 第68回…7面

春の学校図書館特集……………………２・３面
ＧＩＧＡスクール構想により1人1台端末が
配備され、子供たちの学び方は大きく変わろう
としている。ＩＣＴ先進校が、情報活用能力の
育成にあたり、学校図書館を核としている事例
を紹介。主体的に学ぶための情報スキルを、あ
らゆる教科で計画的に積み上げている。

学校施設・設備特集……………………４・５面
近年の学校施設・設備は子供たちの健康・安
全を守ることはもちろん、新型コロナウイルス
感染症対策や熱中症対策、自然災害対策等も考
慮した準備が求められる。

学校保健・安全………………………………６面
例年から大きく遅れて公表された学校保健統
計速報。計測時期が相違したため経年比較はで
きないが、身長・体重の伸びの男女比較等は例
年通りの傾向が見られた。

食育・学校給食………………………………７面
食育の出前授業やイベントで、お米を中心に
した和食の良さを自作の歌にして伝える「お米
マンプロジェクト」代表・小竹一臣さんに、食
育への思いを聞いた。

教育旅行・体験学習…………………………８面
感染症対策による緊急事態宣言延長の影響を
受けて中止した修学旅行に代えて、オンライン
を活用した「リモート修学旅行」を試みる学校
が徐々に増えている。

第3月曜日発行

紙 面 案 内紙 面 案 内

卯月・陰月・建巳月

月曜日

■KKS Webはこちら→

子ども読書の日（４／２３）
憲法記念日（５／３）
みどりの日（５／４）

日

■Twitter
@kyoikukatei

（令和3年）

第 ２ １ ８ ９ 号

19

連 載

月

2021年

4

災害時の学校給食

食
文
化
Ｗ
Ｇ
が
報
告
書
で
指
摘

自
治
体
の
体
制
整
備
は
１／３

自
治
体
の
体
制
整
備
は
１／３

薄い食の文化意識薄い食の文化意識

４
割
が
災
害
で
給
食
に
影
響

「文化的価値」の可視化を

文
科
省

学
校
保
健
統
計
調
査
速
報

発育状態のみ
異例の公表内容
確定値は７月公表予定

し
つ
け
の
た
め「
体
罰
容
認
」が
１５
％
減
少

セ
ー
ブ
・
ザ
・

チ
ル
ド
レ
ン

３
年
前
調
査
と
比
較

教
職
員
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第７５回

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

教
職
員
の
教
職
員
の

（１） ２０２１年（令和３年）４月１９日（月曜日）

高
校
教
科
書
２
４
８
点
合
格

全
国
７
会
場
で
公
開

リ
ー
ダ
ー
が
つ
く
る
職
場
の
人
間
関
係

春
の
学
校
図
書
館
特
集

２
〜
３
面
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